
１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

60

50

1年以内の
達成見込み

○

7,358

見込み・確定
の別

7,300 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 人口流出の歯止め 人 7,244

1年以内の
達成見込み

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

7,308

計測時期

H２１年３月

事後評価

見込み・確定の別

6680

○

H　　年　月

総合所見

公営住宅に子どもを有する家族の
入居者が多く、人口増加に一助し
ている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
住民の施設整備に対
する満足度

％ 30

指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

図書館・子育て支援センターが町の中心に
移転したことにより利用者数が大幅に増加
した。また北は北海道、南は鹿児島まで全
国から人々が連日訪れ、交流の場、観光
拠点とし利活用されていることが満足度の
向上に繋がった。

30 33 H２１年３月

61 60 H２１年１０月

△

江州音頭の保存に
地元の有志を集
い、会員を伸ばし
たが目標まで届か
なかった。

□　改善策はそのまま
■　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ボランティアによる育成の意識向上
を高めるとともに行政事業として取
り組みを強化する。

H　　年　月

その他の
数値指標１

各種イベント、地域の
行事で開催される江
州音頭（踊りや歌）へ
の参加者数

人 4830

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
江州音頭保存教室の
参加者

人 10

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容

豊郷小学校旧校舎群の耐震補強および大規模改修工事により昭和１２年建設当時「白亜の
教育殿堂」と呼ばれた校舎に蘇り、図書館、子育て支援センター、教育委員会、老人会など
の利活用したことが、住民意識調査の満足度向上に繋がったと考えられる。今後も住民の交
流の場として更に飛躍することが望まれる。
改修では当時の意匠の保存を重点に置いたため、当時の面影が多数残り、全国のヴォーリ
ズ建築ファンが豊郷小学校旧校舎群に訪れている。またアニメけいおんの学校背景に豊郷
小学校が選ばれたためアニメファンも多数訪れ連日賑わっている。そのため、住民参加によ
るおもてなしカフェや特産品の販売などを行い、反響を呼んでいるが持続する方策が必要で
ある。また近江八幡や今津など滋賀に残るヴォーリズ建築とネットワーク化を図ることで来場
者の増加に繋がり、満足度も向上すると予測される。

豊郷町特産物および豊郷小学校旧校舎群関連の商品を開発中である。
豊郷小学校旧校舎のPRと町内観光施設および他のヴォーリズ建築とのネット
ワーク化

豊郷小学校旧校舎群を中心とした住民の交流の場と、
豊郷町観光拠点とした住民参加によるまちづくり

実施時期

平成２１年９月

保存伝承事業を社会教育課の事業として位置づけ、子どもに対
する普及を強化する必要がある。
また、テンポの速い・ラップ調などの江州音頭を取り入れ、若者
に好感を持っていただく取組も必要である。

今後の課題　その他特記事項

今後も清掃活動を続けることにより不正に対する入居者間の監
視体制が確立されていくことになる。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

豊郷小学校、日栄小学校に江州音頭の保存伝承事業は継続
して実施している。

実施した結果

月１回の清掃活動や防災訓練等により入居者相
互の親睦を深めるとともに、又貸し等の不正入居
防止することができた。

清掃活動・防災訓練

実施した具体的な内容

学校への保存伝承事業は実施しているが、以前
のように保存会に加入する子どもは現われない。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

公営住宅の主旨に乗っとり今後も適切な管理運営に
努め、入居者の確保を図る。

対象を子どもまで拡大し、長期的に渡り会員の拡大
に努める。

事後評価シート　添付様式5－③から転記


